
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１．研究の背景と目的	
 

	
 ユニバーサル社会の実現のため「施設から地域へ」という障害

者の地域移行の流れが進んでいる。しかし地域の中で，就労を希

望する障害者らが働く場はまだ十分とはいえず，今後さらなる就

労環境の整備が必要とされている1)。 
	
 このような現状の中，造園，園芸，農業等の緑地環境に関わる

分野で，緑地を障害者の就労または就労支援事業の場として活用

する事例が報告されている。とりわけ農業分野における就労支援

策の提案は数多くなされており，大澤2)は，農業分野の特に牧場等

での就労支援として，国や横浜市の制度を挙げ，牧畜等の作業と

その手順理解への具体的な支援策について報告している。また牛

野ら3)も、農園での具体的な作業を検証しながら，農業分野での障

害者雇用における効果と課題として，ノウハウの周知や雇用意識

の確立等を挙げている。さらに農村工学研究所は，先行事例の分

析を重ねた上で，2009年に障害者の農業分野での就労マニュアル
4)を発表した。ここでは障害者，農家，福祉施設，国や自治体等の

行政といった役割毎の対応方法を具体的に示し，準備と訓練・研

修，採用，定着という就労段階を各ステップにわけて，中長期的

な定着までの細かなサポートの必要性と有効性とを強調している。

このように農業分野では，障害者に対して，農産物の栽培や畜産

等について，作業手順の説明方法等を始め，道具の活用や行政機

関との連携といった，障害者の就労支援策に対する具体的な知見

が示されてきた。一方で，造園・園芸の分野においても2000年代
に入り，就労支援の可能性についての知見が提出されてきている。

松尾による園芸福祉の研究5)では，障害者福祉施設内での園芸作業

の普及状況が示された。また日本園芸福祉普及協会は，障害者が

働く場としての公園等の維持・管理を実施している事例を紹介6)

している。また石井ら7)は，都市近郊緑地を活用した障害者の雇用

機会の創出について言及し，造園・園芸の研究分野で初めて，緑

地を障害者の就労に結びつける可能性を示した。しかし農業分野

では，農園や牧場等の場の確保が自力では資金面や制度上困難で

あることと，農地が市街地から離れた場所にあることが多い為に，

地域の中でも特に都市部に暮らす障害者にとり，移動手段の確保

が課題として現れる。このことから，造園・園芸で取り扱う緑地

環境として，都市部にある既設の公園や公共的な目的で使用され

る鑑賞緑地，園地といった場を就労支援に活用することで，新た

な場を創出せず，また自らの居住地や地域コミュニティと隔絶さ

れることなく就労が可能となり，農業分野でみられた就労支援の

問題を解決することができる。しかしこれまで，都市部の公園等

の緑地環境を活用した就労支援策に関する研究はなされていない。 
	
 これらをふまえ，本研究では，公園や園地といった都市部の緑

地環境を活用した障害者の就労支援事業の促進とその課題につい

て明らかにすることとした。特に今回の研究では，就労支援を行

う事業所の現状と公園等の緑地環境を活用した就労支援の作業内

容，またその具体的な課題と計画プロセスを調査することで，よ

り具体的な支援の可能性を追究することを目的としている。 
 
２．研究の方法 
	
 神戸市を事例とする次の3つの調査のよるアプローチを試み，
各々の現況と課題を分析し，緑地環境を活用した障害者の就労支

援を促進するために，どのような方策が必要かを明らかにした。	
 

（１）障害者福祉サービス事業所へのアンケート調査	
 

	
 緑地環境を活用した取り組みについての意識を把握するために，

神戸市内で障害者福祉サービスとして就労支援事業を行っている

事業所に対し，アンケート郵送方式にて調査を実施した。回答期

間は2010年12月10日から2011年1月30日，105の障害者福祉事業
所に送付し，有効回答数は63票(有効回答率60.0%)であった。 
（２）緑地環境における現地調査 
	
 障害者の就労や就労支援事業に活用されている公園・緑地等に

おける，会社や福祉事業所と緑地管理者の結びつきの実態に関し

て現地調査を行った。対象地は全4カ所，市内で上記の事業が行わ
れている公園，及び神戸市保健福祉局障害福祉部の担当者が把握

しているその他の公園や園地と農園とした。調査内容は，緑地管

理者とその場で活動する事業所に対して，活動内容，現況と課題，

外部機関等との連携体制，事業の計画段階から現在までの取り組

み，タイプ毎のジョブ(仕事)の組み立て方，今後の方針などについ
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てであり，それらについてヒアリング調査を行った(図̶1,2,3,4)。 
（３）事業所との協働プロジェクト 
障害者福祉サービスのひとつである就労継続支援B型事業所8)に

おいて，2010年3月から2011年3月まで，緑地環境を活用した就労
支援のプロジェクトに参画，協働によるプログラムを試行した。こ

こでは，有償による緑地管理事業を請け負うことを目標とし，就労

への段階ごとの具体的な支援の内容と，その課題を検証した。 
以上3方面からのアプローチによって，公園や観賞緑地，園地と

いった場所における就労支援の現状と課題を把握し，このような事

業を実行する際にどのような方策が有効であるか，また，どのよう

な支援や役割が必要であるかという課題に迫った。 
 
３．結果 
（１）障害者福祉サービス事業所へのアンケート調査 
	
 回答した63事業所で対応している障害種別は，のべにして知的
障害47，精神障害(アルコール・薬物依存症含む)30，身体障害26，
発達障害11(事業所内かつ利用者個人での重複がある)である。運営
主体は社会福祉法人が31事業所と最も多く，次にNPO法人が20，
ほか医療法人や神戸市，個人となった。1事業所あたりの利用者数
は5名から125名で平均23名，合計登録利用者数は1373名であった。
サービス種類は就労継続支援B型事業が36，次いで就労移行支援
一般型が9，ほか授産施設，作業所，就労継続支援A型等(同一事業
所内で重複)であった。 
  アンケートにおいて「農業や園芸，または植物や緑地を活用し
た事業を行っていますか。または興味がありますか。」と尋ねた

ところ，「すでに行っている」と答えた事業所が23.8% (回答数15)，
「興味がある」36.5% (同23)(図̶5)であった。また，これらの事業
を「すでに行っている」「興味がある」と答えた事業所は全体の

60.3% (同38)と過半数を超え，事業所はこのような活動に対して
積極的な意欲があることがわかった。しかし，このような緑地環

境を活用した事業を「すでに行っている」や「興味がある」と答

えた38事業所のうち，79.3％(回答数29)もの事業所が「農業や園
芸，または植物や緑地を活用した就労支援活動について，多様な

取り組みがあること」を「知らない」「詳しく知らない」と答え

ている。また65.8%(同25)が「このような就労支援活動の説明会や
勉強会」に「参加したい」「どちらかと言えば参加したい」と答

えた。次に事業内容について，園芸や農作業，公園清掃などの屋

外作業，植物を素材とした製品・手工芸を行っている割合は162
票中28票(複数回答・図̶6)と，全体の17.3%であった。このうち，
現在行われている緑地環境を活用した事業内容は，野菜の生産や

花苗などの育苗，地元の高齢者を対象とした給食会でのフラワー

アレンジメント，ドライフラワーの制作や加工，近隣公園の清掃

(草抜きや剪定)，高校グラウンドや墓地の清掃作業に取り組んでい
ることがわかった(表̶1)。自由意見は63票の内32票あった。これ
らのアンケートでは，事業所の多くが資金不足に悩まされており，

場の確保や拡大の問題，職員の充足・スキルアップの難しさ，今

後の事業展開についての不安といった窮状が明らかになった。 
（２）緑地等における現地調査 
障害者の就労や就労支援に活用されている緑地環境について，事

業主体，業務内容，一日あたりの活動人数と日数，事業の特徴と課

題を整理した結果，以下の事柄が抽出された(表̶2)。 
	
 第一に，全体を通して支援員(スタッフ)の役割が障害者の就労支
援に大きく関わっていることがわかった。どの事業所も支援員と障

害者のチーム体制で活動が行われていた。一般的な就労とは異なり，

障害者の就労支援(福祉的な就労)において，支援員は，障害者の就
業時には個人毎の障害特性や性格，好み，体力を理解することが必

要とされる。その上で支援員は作業手順を作成し，適切な作業指示

を行いながら障害者と同じ作業をしており，更に現場での安全確保，

障害者の食事や服薬の指導，体調管理を行っていた。また緑地管理

者と事業所との協議や業務報告，作業内容の調整や組み立て方法の

図ー1	
 市立しあわせの村(就労)	
 	
 	
 	
 図ー2	
 市立須磨離宮公園(無償実習)	
 	
 図ー3	
 市立フルーツフラワーパーク(有償実習)	
 図ー4	
 Ｋ農園(自営)	
 

 
表-1	
 緑地環境を活用した障害者の就労支援事業の内容 

図-5	
 農業や園芸，植物や緑地を活用した事業に関して 

図-6	
 障害者の就労支援として行われている事業内容 

648 LRJ 75 (5)，2012



 

報告や協議，また一部では障害者の保護者(家庭)との連絡や相談に
のるなど，生活面での問題解決も支援員の仕事に含まれていた。 
	
 第二に，同じような業務・作業内容であっても，事業所や活動の

経緯によって事業に対する考え方が異なり，同時に，契約形態や収

入面でも差があることがわかった。 
	
 例えば，神戸市の障害者福祉事業からスタートした経緯をもつ株

式会社Iでは，市の管理する公園や水族園，動物園等の緑地環境で
就労を行っている。福祉就労として現在所属している障害者の仕事

を確保し賃金を維持するために，ここでは障害者の新規求人が一定

数に保たれている。逆に市立須磨離宮公園の事業は，地域の支援セ

ンターが地域内の全障害者福祉事業所に声をかけて，公園管理事務

所と協力し，現在では5事業所が無償ボランティアとして週1回程度
の活動を試行的に行いながら有償への道筋を検討していた。 
	
 また就労支援事業として農園を自営している事業所は，神戸市か

ら農地の貸与をうけ，野菜等を販売する為に保冷車等の寄付を受け，

更に市内で販路を確保・拡大する営業活動に力を入れている。現在

では市内のレストラン等の一般企業が自主的なネットワークを構

築し，この事業所の取り組みを応援する体制がとられている。 
	
 このように事業の経緯によって，障害者の就労・就労支援をどの

ような位置付けで考えるかという点が異なっているため，事業所毎

に，事業の取り組み方や収益の生み出し方に差が生じている。 
第三に，緑地管理者には，障害者が理解しやすく，かつ取り組み

やすい作業内容にするために，支援員や事業所と協議した上で，活

動場所の選択や業務内容を決定し，手順の細分化や作業を明確にす

ることが必要とされていることが明らかとなった。また緑地環境で

は屋外作業が主になるため，緑地管理者は酷暑・寒冷時などの適切

な対応や天候不順時の取り組みに十分な配慮を必要とすることが

求められる。例えば市立森林植物園では，冬期には，大きくなった

ススキの株の伐採・抜根など，身体を大きく動かす作業を増やすこ

とで，寒さを軽減させる作業メニューが用意されていた。 
（３）事業所との協働プロジェクト 
事業所との協働プロジェクト(図̶7,8,9,10)の内容を表̶3に示す。 

本調査は1カ所の事業所内で4つのプログラムを実施した。主に園芸
活動を趣味としている支援員1名，知的障害をもつ障害者3名が参加，
事業所は意思決定や現場までの送迎などのサポートを行った。また

場と機会の提供や資金提供を行った緑地管理者またはイベント主

催者は，プログラム毎に異なる。またプログラム実施時の安全管理

（突然の発作への対応等）と，特別な介助が必要とされる場面では，

介護の資格を持つ支援員が対応した。 
結果として，コンテナを設置して継続的な植物管理を行った市立

国民宿舎での「無償実習」での経験と実績が海洋博物館に評価され，

緑地管理事業を「有償」で請け負う事に繋がった。また，緑地環境

で障害者の就労支援を実行する上で，支援員や事業所をサポートす

る為に次のようなコーディネーターの役割が必要とされることが

わかった。それは植物や栽培技術の情報提供，計画段階での説明に

用いるプレゼンテーション資料の作成，緑地管理者やイベント実行

委員会などの他機関との調整等，計画から実施段階までの支援であ

る。なお実際の植物の管理作業については事業所内部で対応可能な

ものが多かった。また本調査では，緑地管理者との協力体制づくり，

準備作業の分担，真夏の暑さ対策といった点に課題が残された。ま

た，事業に使用する植物の苗圃となる場の確保が難しく，プログラ

ム毎に植物を購入するか，または支援員の自宅等での育苗に頼らな

ければならなかった。	
 

	
 

４．考察 
福祉事業所は緑地環境での就労支援事業について，調査結果(1)

からは，すでにこのような事業が取り組まれており，また事業に対

し意欲と関心はあるものの，他の事業所の取り組みや具体的な実習

方法を知る機会が事業所にないことがわかった。このことから，公

園等の緑地環境での就労支援を促進する為には，今後は障害者福祉

事業所および緑地管理者に対して，ウェブ等を活用した「情報提供」

や，他機関と協力体制を築く，研究会等の「連携機会の創出」が必

要であると考えられる。	
 

また調査結果(2)の結果からは，公園等の公共的な緑地環境にお

いて，事業所毎に事業の取り組み方や収益の上げ方に差が生じてい

ることや，表-2にも挙げたように，事業所側だけでなく管理者側か

らの委託費の捻出，ジョブメニューの選択，作業内容の拡大と充実

等の課題があることに対して，具体的な施策を立案することが就労

支援の促進に繋がることが認められる。また，障害者への作業内容

の説明や緑地環境での対応の仕方などには各緑地で共通している

部分もあり，上記の課題と併せて，緑地環境における活動に対して

専門性を持つ支援者の存在が必要と考えられる。	
 

調査(3)の協働プロジェクトでは，コンテナを設置した植物管理の
「無償実習」での経験と実績が，海洋博物館での「有償」の緑地管

理事業の獲得につながることが認められた。このような試みを下敷

きとし，福祉事業所が地域の公園や緑地などで緑地の維持管理の訓

練や無償実習を行い，段階的に有償での事業へとつなげることに可

能性があると考えられる。加えて調査(3)では，調査結果(2)と同じ
課題である，協同体制づくり，作業分担，場の確保といった困難が

認められた。これらの課題に対して，緑地環境を活用した就労事業	
 

緑地（敷地面積） 

管理者 

事業者  

（契約条件・報酬） 
業務・作業内容 

一日作業人数 

・月間作業日数 
事業における特徴 / 課題 

森林植物園 （142ha） 

財団法人 

神戸市公園緑化協会 

株式会社I  

（随意契約・有償） 

・草刈 ・除草 ・焼却  

・側溝の落ち葉や土砂あげ  

・トイレ含む屋外全域清掃  

・丸太皮むきと搬出  

・丸太コースター磨き  

・豪雨や猪被害による園路の整備 

・障害者12名 

(支援員2名) 

 

・20日程度 

季節・天候にあわせた作業内容の多さと

組立方法，事業資金の創出 

/ 広い園内での移動手段（現在は事業所

が作業車両を手配），雨天や酷暑・寒冷

時の対応方法，障害者の年齢にあわせ

たジョブメニューの選択 

フルーツフラワー 

パーク (100ha) 

財団法人神戸みのりの公社 

任意団体Ｃ  

※4事業所連携 

（請負契約・有償） 

・除草 ・屋外清掃  

・刈り取った草・切枝の回収と運搬  

・植栽管理（潅水・花壇の植付と引抜） 

・同8名前後（同上1名） 

・20日程度（事業所毎に交 

 替） 

他事業所との連携体制づくり 

/ 管理者の運営資金の減少に伴う委託

費のねん出，作業内容の拡大と充実 

須磨離宮公園 (82ha) 

財団法人 

神戸市公園緑化協会 

任意団体Ｓ  

※5事業所提携 

(就労支援実習・無償) 

・清掃作業（落ち葉掃き・側溝掃除・ 

 ゴミ拾い 他） 

・同4名前後 

 （同上1-2名） 

・月1-5回（1事業所当り） 

地域生活支援センターがコーディネート  

/ 有償実習にする方法，作業内容の拡大  

Ｋ農園（0.5ha） 

神戸市(農地の貸与) 

NPO法人Ｋ 

（自営） 

・イチゴをはじめとする季節野菜 

 や果物等の農作物の生産，箱詰 

 め，流通，販売 

・同20名前後 

 (同上5から7名) 

・20日程度 

近隣農家や農業改良普及センターと連携 

/ 販路拡大や商品企画等の営業活動 

表-2	
 神戸市における緑地等での就労・就労支援の主な場所と内容 
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を計画する際の注意点として認識し，必要な支援として，他の事例

の成否も含めた情報の提供が必要である。	
 

	
 

５．展望 
筆者らは、今回の調査で、障害者が植物や土を扱う活動を楽しみ，

かつ作業へ興味を持ちながら働くことで，美しい緑地環境ができて

ゆく過程を間近で捉えた。また，アンケートに回答した事業所や須

磨離宮公園の事例等では，公共の緑地環境に地域の事業所を招き，

管理作業等の実習の為に「場の提供」を行うことに，都市部におけ

る，地域の中での就労支援の場としての強い期待が寄せられていた。 
さらにこの公共的な緑地環境での維持管理作業は，本研究で有償

実習へ踏み込んだ検証から確認できるように，管理者と事業者との

提携と協同体制の確立が進むにつれて，今後，民有地の集合住宅や

商業施設等にある緑地環境である，パブリックスペースや公開空地

等において，その維持管理を有償で請け負うような事業計画へと拡

大させることも考えられる。これにより造園・園芸分野における障

害者の就労支援の促進と発展の新たな可能性が見込まれ，また障害

者が地域の緑地環境で働くことによって自己実現につながる，ユニ

バーサル社会への進展が期待できる。今後の緑地環境の新たな活用

方法として，造園・園芸分野に対して，就労支援事業等の福祉分野

との協働が社会的に求められていくものと考えられる。 
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プロジェクトのねらい	
 

コーディネーターとしての役割(支援内容)と課題・反省点	
 
緑地環境の名称・プログラムタイトル	
 	
 

(事業資金の調達方法からみた事業の考え方)	
 

プログラムの大まかな流れ	
 事業所の役割	
 支援員の役割	
 障害者の役割	
 
管理者又は	
 

イベント主催者の役割	
 

個人の興味や個性にあわせた作業について考える。植物を活用できる実習場所をつくる。	
 

支援内容：準備（コンテナ植栽計画・プログラム作成），ワークショップ指揮，管理方法の提案，メンテナンス	
 

課題・反省点：管理者との作業分担の調整，連携体制の構築	
 (連絡の不備により初期段階で植物が枯れた)	
 

市立国民宿舎シーパル須磨	
 	
 

寄せ植えコンテナ設置（無償実習）	
 

2010年3月～計画	
 

2010年6月3日	
 ワークショップ実施	
 	
 	
 	
 

2010年6月～	
 	
 管理(中2回植え替え)	
 
緑地管理者と日程調整	
 

送迎，資金の提供	
 

指示，管理作業	
 

（植え付け，水やり）	
 

花がらつみ，コンテナ	
 

配置，水やり等	
 
場所提供・水やり	
 

公園イベントを活用して、メンバーの自己実現につながる機会をつくる。	
 

支援内容：準備（材料購入・試作品の制作），実行委員会との調整，あかり作品の企画・提案，設置	
 

課題・反省点：準備期間が短く，あかり作品の形態や素材等を障害者とともに決定することができなかった	
 

相楽園「にわのあかり」イベント	
 

あかり作品製作・展示（無償ボランティア）	
 

2010年7月～計画	
 

2010年8月26日	
 	
 	
 作品設置	
 

2010年8月27-29日	
 イベント期間	
 
資金提供，会場まで送迎	
 

組立作業	
 

作業指示，作品制作	
 

（絵画・組立），設置	
 

あかり作品制作（絵画・	
 

組立）設置	
 

場所提供，設置場所の検討	
 

設置・メンテナンス・撤去	
 

マンションエントランスを飾る寄せ植えを通して季節の花や緑を知る。定期的に管理をする。	
 

支援内容：準備（コンテナ植物の提案），季節ごとのバリエーションの提案	
 

課題・反省点：現場までの熱中症対策と，現場が遠かったため管理作業を行う回数を増やす事が出来なかった	
 

マンションエントランス	
 	
 

寄せ植えコンテナ	
 設置・管理（有償実習）	
 

2010年7月～計画	
 

2010年9月30日	
 寄せ植え制作・設置	
 

2010年9月～	
 	
 	
 管理(途中季節植物に植え替え)	
 
事業契約の締結	
 

作業指示，管理作業	
 

（植え付け，水やり）	
 

植え付け，植物の管理	
 

（花がらつみ，水やり）	
 

場所提供，一部管理作業	
 

（水やり），資金提供	
 

地元のイベントで植物(ハーブ)を使った商品の提供を行う。植物を使った商品を企画・販売する。	
 

支援内容：準備（参加までの事務手続・企画・材料調達・店舗設営・事業所と実行委員会と調整）作業工程組立	
 

課題・反省点：予行練習に時間が取れず，障害者が主体的に取り組む体制づくりが出来なかった	
 

地域の大学祭	
 

カフェ＆ステーショナリーショップ 

（ショップ運営）	
 

2010年	
 	
 9月～計画	
 

2010年	
 11月6日	
 出店	
 
資金提供	
 

送迎，店舗設営と準備	
 

準備（試作・材料調達）	
 

調理，指示，販売	
 
準備・調理，販売	
 

イベント全体の運営，	
 

場所提供，ハーブの提供	
 

公共の場所にある植栽帯の管理を行う。さまざまな植物を扱い，年間を通じて管理する。	
 

支援内容：準備（植栽帯の年間計画と設計，予算計画），管理作業を考慮した植物の選定と植栽デザイン，	
 

提案書類の作成，植え付けボランティアの募集と調整，材料調達，植え付け	
 

課題・反省点：事業の継続性（メンテナンススタッフの育成，専門家のアドバイスなど）	
 

神戸市立海洋博物館	
 	
 

植栽帯の年間管理	
 （有償実習）	
 

2010年	
 10月～計画	
 

2011年	
 	
 3月23日	
 植え付け作業	
 

2011年	
 	
 3月～	
 	
 	
 管理（週3回程度）	
 
緑地管理者への提案	
 

渉外・調整	
 

材料搬入，植え付け作業	
 

管理作業	
 
植え付け作業，管理作業	
 

場の提供	
 

就労機会の創出	
 

労働対価と材料費支払	
 

表-3	
 協働プロジェクトにおける各プログラムの内容 

図-7	
 寄せ植えコンテナ制作	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 図-8	
 あかり作品設置	
 	
 	
 	
 図-9	
 海洋博物館の植栽帯の植え付け	
 	
 	
 	
 	
 図-10	
 海洋博物館の植栽帯(施工後半年の様子)	
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